
14週 第1３週

感染症動向 感染症動向 感染症動向
学校欠席者

情報
感染症動向

学校欠席者
情報

感染症動向
学校欠席者

情報
感染症動向

学校欠席者
情報

感染症動向
学校欠席者

情報
感染症動向

学校欠席者
情報

感染症動向
学校欠席者

情報
感染症動向

学校欠席者
情報

279 265 27 0 22 0 15 0 19 0 1 0 8 0 11 0 2 0

25 34 2 0 6 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2 0 4 0

115 118 19 0 15 0 5 0 8 0 0 0 0 0 14 0 7 0

174 137 70 0 41 2 70 0 25 0 0 0 0 2 0 0 0 0

10 20 3 0 1 0 3 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0

13 12 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

29 37 5 0 4 0 5 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0

43 38 8 0 4 0 6 0 1 0 0 0 0 0 2 0 0 0

4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4 8 3 0 2 0 1 0 0 0 2 0 2 0 0 0 0 0

19 23 2 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

13 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

<感染性胃腸炎の報告が増えています。＞
感染性胃腸炎とは、食品や飲料水をとおし、経口的に細菌、ウイルス、寄生虫などの病原体が腸に感染し、様々な消化器
症状を起こす病気です。よく知られているノロウイルスは感染性が強く、患者の便や吐物、ウイルスに汚染された食品を
介して感染が拡大していきます。感染を拡大しないためには、便や吐物などの適切な処理、手洗いの徹底が必要です。
衣類などが便や吐物で汚染された時は、家庭用塩素系漂白剤（次亜塩素酸ナトリウム）でつけおき消毒後、他の衣類とは
分けて洗濯しましょう。

流 行 性 角 結 膜 炎

【感染症発生動向調査】　   ※定点医療機関からの情報をもとに集計  【学校欠席者情報】　※保育園、幼稚園、小中学校、高等学校の欠席者情報です。

県中地域の状況
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福島県県中保健福祉事務所

平成３１年第１4週　県中保健福祉事務所感染症レター　　           (H31.4.1～H31.4.7)

福島県 県中地域 須賀川・岩瀬地区 石川地区 田村地区
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この情報に関するお問い合わせ先：県中保健福祉事務所 医療薬事課 感染症予防チ－ム

ＴＥＬ：0248-75-7818  E-mail：kenchu_kansensyoyobou@pref.fukushima.lg.jp

ツツガムシにご注意を！！

福島県は、全国有数のつつが虫病の多発地域です。

春～初夏（４月～６月）と秋～冬（１０月～１２月）に患者発生のピークがあり、県内の様々な地域で報告

されています。

つつが虫病は、リケッチアという病原体を持っているツツガムシに刺咬されることで、感染します。

潜伏期は、５日～１４日で典型的な症例では３９℃以上の高熱を伴って発症します。発熱、刺し口、発疹は主要兆

候とよばれ、およそ９０％以上の患者にみられます。また、患者の多くは倦怠感、頭痛を訴え、患者の半数にはリ

ンパ節の腫脹がみられます。

○次亜塩素酸ナトリウムの希釈

市販されている家庭用塩素系漂白剤(ハイター､ブリーチなど)の濃度

は約5%です。右記の表は1リットルの水に加えて作る場合に必要な原

液(5%と10%の場合)の量です。作りたい消毒液の量によって、使用す

る原液の量が異なりますので、原液の濃度を確認してから、右記の表を

参考にして消毒液を作って使用してください。

○布団や絨毯などの消毒が難しい場合

吐物を静かにかつ丁寧に拭き取った後、スチームアイロンなどで加熱

し、ウイルスを十分に不活化することが重要です。



A型肝炎は4類感染症です。

この情報に関するお問い合わせ先：県中保健福祉事務所 医療薬事課 感染症予防チ－ム

ＴＥＬ：0248-75-7818  E-mail：kenchu_kansensyoyobou@pref.fukushima.lg.jp

海外でも麻しんが流行している地域(アジア､アフリカ､

ヨーロッパ等)があります。渡航前に渡航先で流行し

ている感染症について、厚生労働省や検疫所のホーム

ページにて確認しましょう。


